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序　　　文

　新宿区は東京 23区のほぼ中央に位置する特別区である。
人口 352,395人（2025年 4月 1日時点）のうち，外国人
47,526人（13.4％），外国人住民の国籍は 129カ国1）であ
り，さまざまな文化や価値観を有する人々が共存してい
る。また，新宿駅の西側には高層ビル群が形成するビジネ
ス街，東側には歌舞伎町や新宿二丁目等の歓楽街があり，
新宿区は多様な人々が行き交う繁華街を擁する都市という
地域特性がある。
　新宿区は，性感染症の早期発見を目的とし，1986年度
から HIV検査を有料で開始した。1999年度からは HIV検
査に梅毒検査を追加し，「HIV・性感染症検査（以下，本
事業）を定期検査として匿名・無料で開始した。加えて，
地域特性上，2001年度から男性間で性的接触を行う者（以
下，MSM）を主な対象とした「男性のための検査」，2018
年度から女性の性風俗産業従事者（以下，SW）を主な対
象とした「女性のための検査」をイベント検査として本事
業に追加した。
　本事業の取組と課題について報告する。

方　　　法

　新宿区が保有する本事業に関する実施回数，受検件数，
HIV陽性件数，HIV陽性率，検査定員，MSM件数，SW
件数のデータを収集・分析した。検査によってデータの保

持期間が異なるため，定期検査は 1999年度から 2023年度
まで，「男性のための検査」は 2001年度から 2023年度ま
で，「女性のための検査」は 2018年度から 2023年度まで
のデータを対象とした。なお，「男性のための検査」の
MSM件数は，データを保有している 2015年度以降を調
査対象とした。
　さらに，2023年度の本事業の問診時に受検者から聞き
取った受検理由のデータを収集・分析したほか，各検査の
周知方法について調査した。

結　　　果

　新宿区は，1987年 2月から有料で HIV検査を開始した。
その後，1989年 3月から匿名検査，1993年度から原則無
料とした。また，1999年度から梅毒検査，2000年度から
クラミジア検査，2006年度から B型肝炎ウイルス検査を
追加した。
1．本事業の概要と実績
　本事業には定期検査と不定期に行うイベント検査があ
る。本事業の概要と実績を表 1に示す。いずれの検査も検
査定員は 1回の検査につき 40～50人，検査項目の必須項
目は HIV，任意項目は梅毒，B型肝炎，クラミジアであっ
た。なお，新型コロナウイルス感染症の影響により 2020
年度は検査を中止し，2021，2022年度は 2019年度と同程
度の検査回数と検査定員を予定したものの，回数，定員と
もに予定数を減少して実施した。検査従事者数および職種
は，検査日は 14人程度（医師，保健師，看護師，臨床検
査技師，事務，外国語通訳），結果日は 10人程度（医師，
保健師，事務，外国語通訳）であった。外国語対応は，4
カ国語（英語，スペイン語，ポルトガル語，タイ語）で
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表 1　新宿区における HIV・性感染症検査の概要と実績（2024年 3月末日時点）
定期検査 イベント検査

HIV・性感染症検査 「男性のための検査」 「女性のための検査」

概要

実施期間
1999年度～2023年度
（25年間）

2001年度～2023年度
（23年間）

2018年度～2023年度
（6年間）

対象者
希望者
（検査定員：55～70人 /回）

MSMを含む男性
（検査定員：50～70人 /回）

SWを含む女性
（検査定員：50～70人 /回）

検査項目 必須：HIV　　任意：梅毒，B型肝炎，クラミジア
検査回数 月 2回程度 年 2回 年 1回

検査従事者数 
および職種

検査日：14人程度（医師 1人，保健師 4人，看護師 1人，臨床検査技師 3人，事務 2人，
外国語通訳 3人） 
結果日：10人程度（医師 2人，保健師 4人，事務 2人，外国語通訳 3人） 
※　「男性のための検査」「女性のための検査」は，夜間に実施しているため，運営管理
上，検査日，結果日ともに保健師もしくは事務 1人を追加配置

外国語対応 英語，スペイン語，ポルトガル語，タイ語　（3人の外国語通訳で 4言語を対応）

2023年度の周知方法
区ホームページ，区 SNS，
区内大学へのリーフレット
送付，イベントでの広報等

区ホームページ，区 SNS，
委託先 NPO法人によるゲ
イ向けリーフレット作成お
よび新宿二丁目周辺での配
布，SNS等

区ホームページ，区 SNS，
区内ホテルや大学，女性を
支援する NPO法人等への
啓発資材の配布等

2023年度の周知用リー
フレットのタイトル

HIV・性感染症検査
ゲイのための HIV・性感染
症検査

女性のための HIV・性感染
症検査

実績

計上期間
1999年度～2023年度
（25年間）

2015年度～2023年度
（9年間）

2018年度～2023年度
（6年間）

実施回数 548回 15回＊ 4回
HIV陽性件数（割合） 142/18,237件（0.8％） 10/696件（1.4％）＊ 0/122件（0％）
梅毒 RPR陽性件数
（割合）

88/6,379件（1.4％）＊ 29/690件（4.2％）＊ 0/120件（0%）

クラミジア PCR陽性
件数（割合）

371/6,036件（6.1％）＊ 26/687件（3.8％）＊ 8/103件（7.8%）

B型肝炎（HBs抗原）
陽性件数（割合）

23/5,502件（0.4％）＊ 5/691件（0.7％）＊ 0/118件（0%）

外国語対応件数（割合） 2,227/6,428件（34.6％）＊ 143/702件（20.4％）＊ 27/122件（22.1％）

2023年度の受検者の 
受検理由

「無料」，「クラミジア検査
を希望」等

「お店に貼ってあったリー
フレットを見た」，「マッチ
ングアプリの広告を見た」
等

「大学の保健室でリーフ
レットを見た」等

受検者数 /
検査定員

2018年度 1,268/980件（129.3%） 98/80件（122.5%） 29/40件（72.5%）
2019年度 1,222/1,250件（97.7%） 124/100件（124.0%） 37/50件（74.0%）
2020年度 （中止） （中止） （中止）
2021年度 19/40件（47.5%） 19/40件（47.5%） （中止）
2022年度 263/960件（27.3%） 62/80件（77.5%） 27/40件（67.5%）
2023年度 721/1,050件（68.6%） 78/100件（78.0%） 29/50件（58.0%）

＊2015年度～2023年度の実績



あった。
1‒1．定期検査について
　希望者を対象に，月 2回程度実施した。2023年度の周
知は，区のホームページや SNSへの掲載，区内の大学へ
のリーフレット送付，イベント等での広報を行った。
　1999年度から 2023年度までの 25年間の HIV検査の実
績は，実施回数 548回，受検件数 18,237件，HIV陽性件
数は 142/18,237件（0.8％）であった。2015年度から 2023
年度までの 9年間の性感染症検査の実績は，梅毒 RPR陽
性件数 88/6,379件（1.4％），クラミジア PCR陽性件数
371/6,036 件（6.1％），B 型肝炎（HBs 抗原）23/5,502 件
（0.4%）であった。また，2015年度から 2023年度までの
9年間の外国語対応件数は，2,227/6,428件（34.6%）であっ
た。
　2023年度の受検者への聞き取りから受検理由は，「無料」
「クラミジア検査を希望」等があげられた。検査定員に対
する受検者数の割合は，2018年度 1,268/980件（129.3％），
2019 年度 1,222/1,250 件（97.7%），2020 年度中止，2021
年 度 19/40 件（47.5 ％），2022年度 263/960 件（27.3 ％），
2023年度 721/1,050件（68.6％）であった。
1‒2．イベント検査について
　イベント検査は「男性のための検査」および「女性のた
めの検査」が含まれる。
① 「男性のための検査」について
　MSMを含む男性を主な対象に，年 2回程度実施した。
2023年度の周知は，区のホームページや SNSへの掲載の
ほか，委託先の NPO法人による「ゲイのための HIV・性
感染症検査」と表記したリーフレットの作成および配布，
マッチングアプリや SNSに広告の掲載を行った。
　2015年度から 2023年度までの 9年間の HIV検査の実
績は，実施回数 15回，HIV陽性件数は 10/696件（1.4％）
であった。2015年度から 2023年度までの 9年間の性感染
症検査の実績は，梅毒 RPR陽性件数 29/690件（4.2％），
クラミジア PCR陽性件数 26/687件（3.8％），B型肝炎
（HBs抗原）5/691件（0.7%）であった。また，2015年度
から 2023年度までの 9年間の外国語対応件数は，143/702
件（20.4%）であった。
　2023年度の受検者への聞き取りから受検理由は，「お店
に貼ってあったリーフレットを見た」「マッチングアプリ
の広告を見た」等があげられた。検査定員に対する受検者
数の割合は，2018 年度 98/80 件（122.5％），2019 年度
124/100件（124.0%），2020年度中止，2021年度 19/40件
（47.5％），2022年度 62/80件（77.5％），2023年度 78/100
件（78.0％）であった。
② 「女性のための検査」について
　SWを含む女性を主な対象に，年 1回実施した。2023年

度の周知は，区のホームページや SNSへの掲載のほか，
「女性のための HIV・性感染症検査」と表記したリーフ
レットなどの啓発資材を区内のホテルや大学，女性を支援
する NPO法人等へ配布した。
　2018年度から 2023年度までの 6年間の HIV検査の実
績は，実施回数 4回，HIV陽性件数は 0/122件（0%）で
あった。2018年度から 2023年度までの 6年間の性感染症
検査の実績は，梅毒 RPR陽性件数 0/120件（0％），クラ
ミジア PCR陽性件数 8/103件（7.8％），B型肝炎（HBs抗
原）0/118件（0%）であった。また，2018年度から 2023
年度までの 6年間の外国語対応件数は，27/122件（22.1%）
であった。
　2023年度の受検者数名への聞き取りから，受検理由は
「大学の保健室でリーフレットを見た」等があげられた。
検査定員に対する受検者数の割合は，2018年度 29/40件
（72.5％），2019年度 37/50（74.0%），2020年度および 2021
年度は中止，2022年度 27/40件（67.5％），2023年度 29/ 
50件（58.0％）であった。
2．受検者数の推移
　本事業の受検者数および受検者のうちMSMと SWの件
数，割合の推移を表 2に示す。
2‒1．本事業について
　1999年度の受検者数は 408件であり，その後徐々に増
加した。2019年度は 1,383件，2020年度は中止，2021，
2022年度は検査回数，検査定員を縮小して実施しており，
2021年度は 38件，2022年度は 352件，2023年度は 828
件であった。
2‒2．イベント検査について
① 「男性のための検査」
　2001年度の受検者数は 42件であり，その後徐々に増加
した。2019年度は 124件，2020年度は中止，2021，2022
年度は縮小して実施しており，2021年度は 19件，2022年
度は 62件，2023年度は 78件であった。受検者のうち
MSM は，2015 年 度 は 62/93 件（66.7 ％），2023 年 度 は
25/78件（32.1％）であった。
　なお，MSMの定義は，問診票の性自認が男性の受検者
のうち，「性行為の相手が男性もしくは男女両方」と回答
した者とした。
② 「女性のための検査」
　2018年度の受検者数は 29件，2019年度は 37件，2020，
2021年度は中止，2022年度は縮小して実施し 27件，2023
年度は 29件であった。受検者のうち SWの割合は，2018
年度は 4/29件（13.8％），2023年度は 0/29件（0％）で
あった。
　なお，SWの定義は，「女性のための検査」の受検者の
うち，アンケート調査で「性風俗店等に勤務している」と
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回答した者とした。

考　　　察

　保健所での HIV検査は，検査のための採血は，すべて
の保健所で実施する2）との厚生省通知により，全国の保健
所で実施されてきた。また，後天性免疫不全症候群に関す
る特定感染症予防指針では，MSM，SWおよび薬物乱用・
依存者を個別施策層（施策の実施において特別な配慮を必
要とする人々）と位置付け，中でもMSMは感染者等の過
半数を占めており，特に重点的な配慮が必要3）とされてい
る。
　新宿区は，早期から HIV検査を行うほか，「男性のため

の検査」や「女性のための検査」を追加するなど，個別施
策層が多く集まる繁華街を有する地域特性に合わせた事業
を行ってきた。
　本事業の実績や受検者数の推移を踏まえ，以下のとおり
課題分析を行った。
1．本事業全般について
　2020年度から 2022年度までの新型コロナウイルス感染
症の感染拡大の時期を経て，定期検査の受検者数は 2019
年度 1,383件，2023年度 828件，「男性のための検査」は
2019年度 124件，2023年度 78件，「女性のための検査」
は 2019年度 37件，2023年度 29件となっており，定期検
査，イベント検査ともに受検者数が減少した。
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表 2　新宿区における HIV・性感染症検査の受検件数およびMSM，SW数と割合の推移

年度
HIV・性感染
症検査

定期検査 男性のための検査 女性のための検査

受検件数 受検件数 受検件数 MSM件数 MSM割合（%） 受検件数 SW件数 SW割合（%）
1999 408 408 － － － － － －
2000 406 406 － － － － － －
2001 598 556 42 ND ND － － －
2002 815 778 37 ND ND － － －
2003 712 672 40 ND ND － － －
2004 732 694 38 ND ND － － －
2005 808 769 39 ND ND － － －
2006 844 781 63 ND ND － － －
2007 865 802 63 ND ND － － －
2008 981 889 92 ND ND － － －
2009 901 807 94 ND ND － － －
2010 885 807 78 ND ND － － －
2011 863 788 75 ND ND － － －
2012 942 877 65 ND ND － － －
2013 909 874 35 ND ND － － －
2014 936 904 32 ND ND － － －
2015 957 864 93 62 66.7 － － －
2016 1,010 913 97 34 35.1 － － －
2017 1,280 1,155 125 77 61.6 － － －
2018 1,395 1,268 98 48 49.0 29 4 13.8

2019 1,383 1,222 124 59 47.6 37 2 5.4

2020 － － － － － － － －
2021 38 19 19 10 52.6 － － －
2022 352 263 62 28 45.2 27 ND ND

2023 828 721 78 25 32.1 29 0 0

合計 19,848 18,237 1,489 343 23.0 122 6 4.9

ND：デ－タなし，－：未実施。



　全国の 2023年の HIV検査件数は，自治体が実施する検
査 106,137件のうち，保健所での検査は 70,208件4）であっ
た。また，民間クリニックは 63,120件5），郵送検査は
153,037件6）であった。新宿区と全国の保健所の HIV検査
件数は，新宿区は 2018年度 1,395件，2023年度 828件
（減少率 40.6％），全国の保健所は 2018年 97,107件4）で，
2023年 70,208件（減少率 27.7％）であり，新宿区は全国
の保健所と比較して新型コロナウイルス感染症流行後の受
検者数の回復は限定的であった。
　医療機関での検査や郵送検査等，受検方法が多様化した
結果，受検者が自身の希望する要件にあった受検方法を選
択する等，受検行動が変容したことで，保健所での HIV
検査件数が減少した可能性がある。そのため，本事業が検
査を希望する方が受検しやすい事業とするためには，受検
者へのアンケート調査や NPO等が行う調査結果の活用に
より受検者が希望する検査内容や受検方法を把握すること
が重要である。その上で，即日検査の導入を含む検査事業
の運用方法等について見直しを図る必要がある。
　なお，性感染症検査では，梅毒 RPR陽性および B型肝
炎（HBs抗体）陽性は「男性のための検査」，クラミジア
PCR陽性は「女性のための検査」，外国語対応は「定期検
査」の割合が高かった。しかし，定期検査，イベント検査
の受検件数が大きく異なるため，比較は困難である。
2．イベント検査について
2‒1．男性のための検査
　検査定員に対する受検件数の割合は，「定期検査」は
2018年度 129.3%，2023年度 68.6%であったが，「男性の
ための検査」は 2018年度 122.5%，2023年度 78.0%であ
り，定期検査と比較して高かった。また，HIV陽性率に
ついては，2015年から 2023年の新宿区保健所を含む東京
都内の保健所全体では 0.5%7）に対して，「男性のための検
査」は 1.4%と高く，ハイリスク層が受検していることが
示唆された。なお，受検者の MSM割合は 2015年度
66.7％，2023年度 32.1％と低下しているが，日本における
LGBTQ等に該当する人の割合は 8.9%8），10.0%9），8.0%10）

であり，日本における LGBTQ等の人口割合と比較して高
い割合を維持しているため，MSMを主な対象とした検査
事業として一定の役割を果たしていると評価した。
　一方，「男性のための検査」のリーフレットは「ゲイの
ための HIV・性感染症検査」と表記している。すべての
男性が受検しやすい環境のため，多様な性を包摂し当事者
への敬意を踏まえた広報や配慮を NPO等とともに検討す
る必要がある。
2‒2．女性のための検査
　2022年度以降，SWの受検件数は 0件であり，主な対象

とした SWが受検していない。本事業は SWを「『女性の
ための検査』の受検者のうち，アンケート調査で『性風俗
店等に勤務している』と回答した者」と定義している。青
少年を支援する団体への聞き取りから，以下の 2つの理由
により本事業が「性風俗店等に勤務している」SWの希望
する検査要件を満たしていないと考えられる。
　1つ目は，性風俗店等に勤務している SWにおいては，
勤務先による従業員の管理体制が強化されており，咽頭や
性器のクラミジア，淋菌検査等が求められることがある
が，本事業の検査項目が勤務先から求められる項目を満た
していないこと。
　2つ目は，本事業は匿名検査という性質上，検査結果を
証明する書類を発行していないため，SWが勤務先に求め
られる検査結果証明書を提出できないこと，である。
　近年，援助交際や街娼等，性風俗店等に勤務していない
SWの増加が報じられている。勤務先の管理体制がないた
め，性風俗店等に勤務する SWより性感染症のリスクが高
いと考えられる。しかし，援助交際や街娼を行っている者
のすべてが自身を SWと認識しているわけではなく，この
点が本事業のアンケート調査における SWの定義の限界と
なり，SWの受検実態を十分反映していない可能性がある。
性風俗店等に勤務している SW以外の女性も受検しやすい
事業になるよう見直しが必要である。
　2024年 8月から性感染症の普及啓発と相談機会の拡充
を目的に，区内の繁華街に集まる若者を対象とした「新宿
区性感染症普及啓発アウトリーチ型支援事業」を業務委託
にて開始した。保健師等の専門職で構成される事業者が性
感染症検査の周知や健康相談を行う中で，検査を希望する
方が望む検査内容や受検方法を把握し，「女性のための検
査」のあり方を検討する必要がある。

結　　　論

　新宿区は繁華街を有する地域特性を踏まえて本事業を
行ってきた。しかし，本事業が受検者の多様化したニーズ
に対応できていないことが課題と考えられた。そのため，
今後は受検者が求める検査内容や受検方法を把握するとと
もに，区内医療機関や NPO等との連携により，現状や課
題に応じた見直しを行っていく。
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